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EPA， DHA，αlノレン酸の飼料添加による「ひょうご味どりJ
の肉中の脂肪酸組成の変化

韓国健・藤中邦則・内山健太郎

婆約

「ひょうど味どりJの肉中にエイコサペンタエン酸(以下EPAという)， ドコサヘキサエン酸(以

下DHAという)，ルリノレン酸を強化する自的で， EPA 17.5 %， DHA 12.0 %を含むマリンオイ

ルパウダー及びα"リノレン酸58.1%を含む食用しそ油を71臼齢から 112日齢(試験終了)まで，

各1.0%，，2.5%の割合で飼料添加し，肉中の脂訪酸組成の変化安調査Lた.

1 EPA， DHA，ルリノレン酸の摂取量は，マリンオイルパウダー1.0%添加区は， EPA8.45g， 

DHA5.80g，同2.5%添加区は， EPA 20.02 g， DHA 13.73 g，食用しそ油1.0%添加区は， αー

リノレン酸20.86g，悶2.5%添加区は， ルリノレン酸65.89gであった.

2 マリンオイルパウダー添加区における肉中の脂肪酸組成のEPA，DHA割合は， 1.0 %添加思

EPA 0.66 %， DHA 2.03 %， 2.5 %添加区EPA1.13 %， DHA 3.02 %と添加震が多くなるほど高

くなった.

3 食用しそ油添加区における肉中の脂肪酸組成のα鞠リノレン酸割合は， 1.0%備口区3.28%，2.5 

%添加区6.03%と添加最が多くなるほど高くなった.

4 肉中の粗脂訪含量は農がなかった.

Changes of Fatty Acid Coinposition in the Meat of Hyogo-Ajidori by Feed 

Addition of EPA， DHA and α“linoleic Acid 

Ken TATSUDA， Kuninori FUJINAKA and Kentaro UCHIYAMA 

Summary 

The present study was conducted to investigate changes of fatty acid composition in the 
meat of Hyogo-Ajidori. Marine oil powder (17.5 % EPA， 12.0 % DHA) and perilla oil (58.1 % 
α開linoleicacid) were each fed HyogかAjidoriat 1.0 % and 2.5 % of the diet from 71 to 112 
days of age to enrich it's meat with these fatty acids. 
(1) The intakes of EPA， DHA and α-linoleic acid were shown as follows.Marine oil powder 
1.0 % group : 8.45 g EPA， 5.80 g DHA， Marine oil powder 2.5 % group : 20.02 g EPA， 13.73 
g DHA， perilla oil1.0 % group : 26.86 g α-linoleic acid， perilla oil 2.5 % group : 65.89 g 
α-linoleic acid. 

(2) EPA and DHA rates of the fatty acid composition in the muscle increased with increasing 
additives (1.0 % group : 0.66 %耳PA，2.03 % DHA， 2.5 % group : 1.13 % EPA， 3.02 % DHA). 
(3)α-linoleic acid rate of the fatty acid composition in the muscle increased with increasing 
additives (1.0 % group : 3.28 %， 2.5 % group : 6.03 %). 
(4) There was no significant difference in the crude fat content in the muscle. 

キーワード:特産鶏， EPA， DHA， ι りノレン酸，脂肪酸組成
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"" 
エイコサペンタエン離(以下EPAという)， ドコサヘ

キサエン酸(以下DHAという)， α剛リノレン酸は， n-3 

系列と呼ばれる不飽和脂妨駿である.ルリノレン酸は，

1994年8月31日受理

人体内でEPA，ついでDHAへと変化する. これらは，

成人病の予防，アレルギー体質の改善，脳神経の機能を

高めるなどの効果があるとされ，最近注目を浴びるよう

になった油脂である.また， リノール酸などの n-6系列

の不飽和指肪酸の摂取過剰が多くの病気を引き起こすこ

とが問題となっているが， n-3系列のものは過剰摂取に
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よる警はなく非常に安全性の高い出脂である 3) 

これらは，獣鳥類の肉では，鶏肉に特に多く含まれ，

牛肉や豚肉にはほとんど含まれることはない. Yauら7)

は銅料中の脂肪酸組成を変えることにより，鶏肉の脂肪

酸組成を容易に変化させることができると報告している.

本県の特産鶏「ひょうど味どりJにさらに付加価値を

つけ，消費者ニーズに応えた機能性鶏肉を生産するため

に， EPA， DHA， αーリノレン酸の飼料添加による肉中

の脂肪酸組成の変化について検討した.

材料及び方法

1 供試鶏

麓摩鶏雄と名古毘種雌とのこ元交配鶏(雌雄)に劣性

白色プリマスロック(雌雄)を交記した「ひょうど味ど

りJ500羽c1区50羽X5区分X2反復)を試験に供し
た.

2 試験期間

1993年5月20日から 1993年9月9臼までの 112日

間

3 餌育方法

断熱シートを利用した簡易ビニール鶏舎 (3X2.6ni 

/区)で 1区50羽を不断給餌， 自由飲水により飼育

した.保温はガスパンヒーターとチックガードで 18日

齢まで行った.給与館料は，杷宵蔀期(0........28臼齢)は

採卵鶏幼雛用 (CP21.0%， ME2，900kcal/沌)，肥背

後期(29........91日齢)はブロイラー後期用 (CP18.0， ME 

3，200)，仕上げ期(92........112日)は伺仕上げ用 (CP18.0， 

ME3，200)の市販飼料を使用した.EPA， DHA添加剤

として，マリンオイルパウダー (CP10.0， ME 6，410， 

EPA 17.5 %， DHA 12.0 %含)を， 小リノレン酸添加

斉IJとして食用しそ油(ME9，060. α輔リノレン酸58.1% 

合)を用い，それぞれ1.0%， 2.5 %の割合で， 71日齢

から 112日掛(試験終了)まで錦料添加した.

各区の館料のCP，ME及び単価は表 lに示すとおり

である.

ワクチネーションは，初生時にマレック病と鶏痘を接

種し 7日齢と 28日齢にニューカッスル病をそれぞれ

飲水法とスプレー法で実施した.

4 諦査項目

(1) 発育調査

初生時より 14日間捕で， 28臼齢まで雌雄無差別に各

区40羽， 42 B鶴以降雌雄各20羽の体重，各区の飼料
消費量を調査し，雌雄平均体重と館料要求率を算出した.

(2) 屠体検査

平成元年度鶏の鴇題J3IJ研究会問書関の品質に関する研

表1 各区の給与飼料のCP，ME及び単価

添加率 館料成分 単髄(円/kg)
区 分 % CP ME 

% kcal/ g 後期仕上

l マリンオイルパウダー 1.0 17.9 3.23 62.9 60.4 

2 H 2.5 17.8 3.28 89.1 86.7 

3食用しそ油 1.0 17.8 3.26 59.9 57.4 

4 1/ 2.5 17.6 3.34 81.2 79.2 

5対 照 18.0 3.20 45.0 42.5 

究実施要綱』の方法に従い属体検査を112日齢で実施し

た.各誌の雌雄を平均体重に近いものを各3羽，計 12

羽を選抜し，調査した.皮付きもも，皮付きむね及びさ

さみを皮付き正肉とし，その震を産肉霊とした.また，

それぞれが生体重に占める割合(歩留まり)を求めた.

、駿腔内脂肪の割合も同様に調査した.

(3) 肉中の粗脂肪含量

屠体検査を行った個体について，もも闘の筋肉部位の

粗脂肪含量(%)をエーテル抽出法により測定した.

(4) 肉の脂肪駿組成

層体検査を行った個体について，もも肉の筋肉部位か

らFolchらの方法により抽出した脂肪を，無水硫酸ナト

リウムで脱水後措過し，メチルエステル化してガスクト

マトグラフにより脂肪酸組成を測定した.

(5) 館料費

館宵期間中の銅料摂取量と表lの飼料単価を基に， 112 

日齢の 1羽当たりの飼料費を求めた.なお，採卵鶏幼雛

用錦料の単価は41.0円であった.

また，産肉叢により，正肉100g当たりの飼料費を計

算した.

(6) 統計処理

試験藍分の分散分析を行い，有意性の検定を5%水準

で行なった.

結 果

1 発育

各日齢における平均体重と標準偏差を表2に，増体曲

線を図1に示した。初生時にややぱらつきがあり， 3区

及び5!Z:の体重がl区及び2区に比べ有意に大きかった.

試験終了時の体震は1底が3区及び4区に比べ有意に少

なかった.

2 飼料摂取量及び添加物摂取量

期間別の飼料摂取量，飼料添加を隣始した 71日齢以

捧の添加物摂取量及び各脂肪酸摂取量そ表3に示した.

71日齢以降 5区の飼料摂取量が多くなり，それまで
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表2 各自齢における平均体重 (g) 

日齢 l震 2区 3藍 4区 5区

O 41.7土 2b 41.7土 3b 43.3こと 3" 42.2:t 20b 43.1土 3D

14 174土 23 178土 24 178:t 20 171土 19 167土 22

28 528:t 59 515:t 68 537土 62 527土 65 530土 62

42 1，094土165 1，094:t168 1，091土153 1.113土176 l，074:t133 
56 1，651土275 1，679土263 l，653:t257 1，636土277 l，625:t259 
70 2，048:t357 2，096土376 2，143土361 2，132土387 2，087土345

84 2，566土510 2，574土481 2，605こと445 2，560土489 2，506土513

98 2，841土586 2，857土497 2，865土509 2，870土568 2，763土567

112 2，999土683b 3，114:t6030b 3，169土525" 3，214主636" 3，112土6290b 

異符号関に有意差あり (P<O.05)
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図1 増体曲線

表3 期鵠別の1羽当たりの飼料摂取量，添加物及
び各脂肪艶摂取量 (g) 

期鵠 1思 2区 3区

0，.....， 28 932 942 921 
29，.....， 70 4，075 4，219 3，972 
71，.....，112 4，879 4，690 4，669 

計 9，邸6 9，851 9，561 

添加物 48.3 114.4 46.2 

EPA 8.45 20.02 
DHA 5.80 13.73 
αーリノレン酸 20.86 

413: 5区

954 914 
4，108 4，053 
4，650 5，024 
9，711 9，990 

113.4 

65.89 

表4 館料要求率

期間 l区 213: 3区 4産 5毘

0，.....， 70 2.42 2.50 2.39 2.45 2.43 
71--112 5.13 4.62 4.55 4.31 4.91 
0--112 3.340 3.21b 3.06' 3.08' 3.260b 

巽符号問に有意差あり (P<O.05)

は3区についで少なかったが，試験終了時には最大とな

った.添加物による差がみられ，マリンオイ jレパウダー

区の飼料摂取量が，食用しそ油程より多かった.また，

同じ添加物の聞では添加量が多いほど飼料摂取量は減少

する傾向にあった.

3 館料要求率

各区の飼料添加前，添加以降及び全期間の飼料要求E与

を表4に示した.添加前は，各区差はなかったが，添加

後に優れた 3区， 4区が全期間でも優れ，増体の悪かっ

た1震が劣った.

4 謄体検査

屠体各部の生体重に占める割合を表5に示した. 1区，

2藍の正肉歩留まりがやや少なかったが，有意差はなか

った.また，腹腔内脂肪割合は 5藍が少なかったが，

有意差はなかった.

5 糧自旨肪含量

各区のもも肉の筋肉部位の粗脂肪含量を表6に示した.

表5 屠体検査成績 (対生体重%)

屠体 皮付 皮付 さぢ 皮付 腹腔

重 もも むね み 正肉 脂肪

1区 94.3 21.1 17.3 3.4 41.9 3.7 
2区 94.9 20.7 17.1 3.5 41.2 3.6 
3区 93.6 22.0 17.4 3.4 42.8 4.0 
4産 94.0 21.4 17.7 3.5 42.6 3.7 
5区 95.1 21.3 17.8 3.8 42.8 3.5 
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表6 もも肉中の粗脂肪含量 (%) 表11 飼 料 費 (円)

l区 2区 3区 4区 5区 1s: 2区 3区 4区 5区

3.98 3.63 4.26 3.72 3.41 1羽当たり 522.3C 640.6" 488.3d 597.5b 439.4 c 

正肉100g当たり 41.6b 49.9" 36.1 c 43.6b 33.0C 

異符号問に有意差あり (P<O.05)

表7 もも肉の脂肪酸組成割合

脂肪酸 (記号) 1怪 2区 3区

ラウリン酸 (C12:0) 0.06 0.06 0郎

ミリスチン酸 (C14:0) 1.02 1.15 0.92 

パ lレミチン酸(C 16 : 0) 23.31 22.31 22.86 

パルミトレイン酸(C 16 : 1) 5.00 4.45 4.24 

ステアリン酸 (C18 : 0) 8.09 8.36 8.28 

オレイン酸 (C18:1) 35.02 33.85 34.08 

リノール酸 (CW:2) 20.00 20.74 20.45 

αーリノレン駿 (C18 : 3) 1.24 1.43 3.28 

アラキジン酸 (C20: 0) 0.16 0.15 0.16 

アラキドン酸 (C20: 4) 2.39 2.40 2.64 

E P A (C20: 5) 0.66 1.13 0.44 

ドコサペンタエン酸 (C22: 5) 0.76 0.93 0.71 

D H A (C22: 6) 2.30 3.02 1.88 

飽和脂肪酸(%) 32.6 32.0 32.3 

多価不能和指訪酸(%) 27.4 29.7 29.4 

多価不飽和/飽和 (P/8) 0.84 0.93 0.91 

表8 EPAの組成割合(%)

l区 2区 5区

0.66" 1.13" 0.3心。

奨符号閉に有意差あり (P<O.05)

表9 DHAの組成割合(%)

1区 2区 5s:

2.30b 3.02" 2.01 b 

異符号間に有意差あり(P<O.05) 

表10 αーリノレン酸の組成割合(%)

I区 2区 5区

3.28b 6.03. 1.49C 

異符号間に有意表あり (P<O.05)

(%) 

4区 5産

0.06 0.06 

0.84 0.94 

21.55 22.79 

4.14 4.18 

8.00 8.67 

32.91 33.80 

20.45 21.98 

6.03 1.49 

0.15 0.17 

2.68 3.03 

0.46 0.30 

0.84 0.59 

1.部 2.01

30.6 32.6 

32.3 29.4 

1.06 0.90 

5区が少なく，同じ添加物の間では

添加量の少ない方が多くなったが，

各区の簡に有意表はなかった.

6 脂肪酸組成

各藍のもも丙の筋肉部位の脂妨酸

組成を表7，8， 9， 10に示した.

マリンオイルパウダー添加区におけ

る脂肪酸組成の EPA割合は，添加

物の量が多くなるほど高くなり 1

区 2区 5区の間に有意差が認め

られた.同様に， DHA割合も添加

物の量が多くなるほど高くなり 2

s:と 1区及び5区の聞に有意差が認

められた.しかし 1区と 5涯の間

には有意差は認められなかった.食

用しそ油添加震における αーリノレ

ン酸割合は，同様に添加物の最が多

くなるほど高くなり 3震， 4区，

5区の陪に有意蓋が認められた。

7 飼料費

各区の 1羽当たりの飼料費を表l

lに示した.飼料単価の高い)1匿に多く，各罷揺に有意差

が認められた.

また，正肉100g当たりの飼料費を表 12に示した.

1羽当たり飼料費と同様に，飼料単価の高い)1慎に多くな

ったが 1区と4区及び3区と 5誌の間には有意差は認

められなかった.

考察

ブロイラーにおいては，鍋料中のエネjレギーと蜜白震

は， レベルが増加すると増体速度を改善して飼料効率も

改善されることが知られている.本試験では，マリンオ

イルパウダー及び食用しそ油を飼料、糊口することにより，

1， 2， 3， 4区の飼料中の MEは，いずれも 5s:を

それぞれ30，80， 60， 140 kcal/kg上回ったが，添加

物による増体の改善がみられたのは4区のみであった.

飼料摂取撃は，添加物の量とともに減少した.特に，

比較的高エネルギーであった2区 3区 4区で減少の
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割合が大きく，それに伴い飼料要求率が改善され，エネ

ルギーレベルの増加による飼料効率の改善が顕著にあら

われた.

飼料中のエネルギーレベルを上げることにより増体，

館料効率は改善されるが，問時lこ体指肪が増加すること

が知られている.傍々ら 2)はブロイラーで MEの増加

に伴って膜腔内脂肪蓄積率は増加する鎖向にあり，爆体

中の粗脂肪も MEの増加に伴って増加すると報告して

いる.また「ひょうど味どりJについても時様の報告が

ある 5.6) 本試験でも有意葦はなかったが，いずれの試

験区においても腹腔内膳妨害日合，組脂肪含量とも 5区を

上回った.

一方， n-3系列の脂肪酸の摂取により，部位選択的に

脂肪蓄積は抑制されたという報告がある 1) 今回の試験

では腹腔拘指肪及びもも肉中の粗脂肪については蓄積の

抑制は見られなかったが，高エネルギー館料を給与した

にもかかわらず，対照区との聞に脂肪蓄積に有意差があ

らわれなかったことから， n-3系列の脂肪酸の摂取によ

る脂肪蓄積の抑制効果の可能性はあると思われる.この

ことについては，さらに検討が必要である.

肉の脂肪酸組成は， EPA， DHA，必リノレン酸とも

添加量に比例して割合は高くなった.また，添加物中の

含量が多いα網リノレン酸(58.1%)，おPA(17.5%) DHA 

(12.0 %)のn震に対照区に対する割合が高くなり添加量

が多いほど肉中への移行が多いことがわかった.これら

は，フ'ロイラーにおける Yauら1)の報告と一致してい

る.一方， 1.0%添加区に比べ2.5%添加誌は，添加量

は2.5倍であるが，添加量を増やすと飼料摂取量が減少

するため実際の指肪酸の摂取量は， 2.4倍程度であった.

肉の各脂肪酸の組成割合は， 1.3倍から1.8倍の範囲で

あり，このことから，鰐料から肉中へは正比例的に移行

するのではないことが示唆される.

人簡におけるそれぞれの脂肪酸の必要量は未だ明確に

されていない.ある調査によればべ由民1人l日当た

りの指肪酸の摂取量において， EPAの97.8%，DHA 

の91.4%は魚介類から摂られ， ルリノレン酸の87.1% 

は油脂類及び穀類から摂られている.肉類より摂取され

る各脂肪酸の輩は， EPA 7 mg， DHA 18 mg， α愉リノレ

ン酸32mgである.また 1人 1日当たりの肉類の摂取

量は69.1gである.本試験における各脂肪酸の含量か

ら鶏肉69.1g中の各脂肪酸震を算出すると 1区EPA

18.2 mg， DHA 63.3昭 2区EPA28.3略 DHA75.8mg， 

3区ルリノレン酸96.6昭 4区αwリノレン酸 155.0mg 

となり，いずれの試験区においても標準の摂取量を大幅

に上闘った.

脂質の栄養については，脂質を構成する脂肪酸のバラ

ンスが問題である.特に，多価不錨和脂肪酸(以下Pと

いう)と飽和脂肪酸(以下Sという)の比率が重要であ

り，獣鳥肉に由来する脂質の割合は， 1 : 1 (P/S 

1.00)が望ましいとされている 4) 一般にSは，自液中

のコレステロール，特に低比重リポ謹白(以下LDLと

いう)を増加させ，その摂り過ぎは，動脈硬化を進める

と考えられている.一価不飽和脂肪酸は，軽度に LDL

コレステロールを低下させ， Pは，かなり LDLコレス

テローJレを低下させる.P/S値は，牛肉では0.1，豚肉

では0.2程度でブロイラーは0.6とやや高い.今回，脂

肪酸の摂取震が最も多かった4誌のP/S植が1.06と高

く，次に多い2霞がこれに続き，脂肪酸のバランスがと

れていたが，地藍も 0.9前後と高い数値を示した. これ

らのことから，このようにn-3系列の脂肪酸を強化した

鶏肉を食べることにより，前述のような健康安維持する

ための効果が期待できる.

1羽当たり飼料費は，餌料単価の高いn匿に多くなり，

S区に対する差は1， 2， 3， 4区それぞれ83円， 201 

問， 49円， 158円であった.また，これと正肉歩留まり

により求めた正肉 100g当たりの飼料費についても同様

の傾向であったが， 31Z， 4区は，銅料要求率が員かっ

たうえに，正肉歩留まりも 1誌 2罷よりやや良かった

ため 1区と 4区及び3区と 5区の聞には有意差はなか

った. 5区に対する差は，同じく 8.6円， 16.9円， 3.1 

円， 10.6円であった.また，これらは5震に対しては，

26.1 %， 51.2 %， 9.3 %， 32.1 %の割合で高くなる. こ

れらの鶏肉は，高品としての高付加価髄化がねらえ，販

路を確保すれば，収入の安定と増加につながるが，差別

化商品として一般の商品よりこれ以上の単価を上乗せし

て取り引き委しなければ，飼料添加による利益は得られ

ないことになる.

今回，試験として添加物に精製した商品を用いたため

添加区の飼料費が高くなったが，魚油などより安憾で入

手しやすい添加物も存在するので，普及段階では，添加

物の種類について検討する必要がある.また，本試験で

は， 71日齢より飼料添加を開始したが， この時期を還

らせることにより，添加量を減少させ，飼料費を低減さ

せられることも考えられる.

以上のことから， EPA， DHA， α四リノレン酸は，飼

料添加により肉中に移行することが確認された.また，

それぞれの組成割合は，本試験の添加量の範罷では，添

加物の量が多くなるほど高くなった.そして，このよう

なか3系列の脂肪酸を強化した鶏肉を食べることにより，

健蔵を維持するための効果が期待できる.
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